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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前側および後側、およびそこを貫通する突出開口部を有する実質的に硬質の前方部材と
、
　前記突出開口部の周囲の少なくとも部分的に内の前記前方部材の前記後側に対して前方
に配置された第１の透明の変形可能な物質のボディと、
　前記第１の透明物質のボディの後表面に少なくとも部分的に近接して配置された前表面
を有する、第２の透明の変形可能な物質のボディであって、第２の透明の変形可能な物質
は、前記第１の透明の変形可能な物質と異なる度合の変形能力を有し、および前記第１の
透明変形可能な物質と異なる屈折率を有し、それによって前記第１の透明の変形可能な物
質のボディと第２の透明の変形可能な物質のボディの間に屈折した変形可能な接触面を形
成する、第２の透明物質のボディと、及び
　前側および後側を有する後方部材であって、前記第１の透明の変形可能な物質のボディ
に対する後方部材の移動を引き起こすように、前記第１の透明の変形可能な物質のボディ
を抑制して後方部材の後側に対して力の印加が抑制されるとき、前記第１の透明の変形可
能な物質のボディに対して湾曲し屈折した接触面を形成するため、前記第２の透明の変形
可能な物質の部分が前記突出開口部を通して突出されるように、前記前側が前記第２の透
明の変形可能な物質のボディの後方に対して配置される後方部材と、を備える、
調節眼内レンズ。
【請求項２】
　前記第１の透明の変形可能な物質のボディが、前記前方部材の前記前側に配置され、前
記突出開口部内へ突起する部分を有する第１の弾性物質の層を有し、前記第２の透明の変
形可能な物質のボディが、前記突出開口部を覆う前記前方部材の前記後側に配置され、前
記の第二弾性物質が前記第１の弾性物質より固い第２の弾性物質の層を有する、請求項１
に記載の調節眼内レンズ。
【請求項３】
　眼球の後眼房内に前記前方部材を保持するため、前記前方部材に接合されたハプティッ
クをさらに備える、請求項２に記載のレンズ。
【請求項４】
　前記第１の弾性物質の前記屈折率が、前記第２の弾性物質の前記屈折率より高い、請求
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項３に記載のレンズ。
【請求項５】
　前記第１の弾性物質の前記屈折率が、前記第２の弾性物質の前記屈折率より高い、請求
項２に記載のレンズ。
【請求項６】
　前記突出開口部の形状が、前記第１と第２の弾性物質の間の前記湾曲し屈折した接触面
の形状を制御するようになされた、請求項２に記載のレンズ。
【請求項７】
　前記突出開口部の形状が、前記第１と第２の弾性物質の間の前記湾曲し屈折した接触面
を提供するよう楕円形であり、前記楕円の長軸および短軸に沿った前記屈折した接触面の
曲率が異なる、請求項６に記載のレンズ。
【請求項８】
　前記第１の弾性物質が前記前方部材の少なくとも部分的に前記前側に配置され、前記第
２の弾性物質が前記前方部材の少なくとも部分的に前記後側に配置される、請求項２に記
載の調節眼内レンズ。
【請求項９】
　前記第１の透明の変形可能な物質のボディが透明な液体を有し、前記レンズが、液体を
保持するため前記前方部材の前記前側に配置され、前記前方部材の前記前側および前記突
出開口部により固着された、少なくとも部分的に透明の室をさらに備える、請求項１に記
載の調節眼内レンズ。
【請求項１０】
　前記液体が非圧縮性液体であり、前記レンズが、前記室からの過剰な前記液体を保持す
る貯蔵部をさらに備える、請求項９に記載の調節眼内レンズ。
【請求項１１】
　前記液体が圧縮性液体である、請求項９に記載の調節眼内レンズ。
【請求項１２】
　前記液体の屈折率が、前記第２の透明の変形可能な物質の前記屈折率より高い、請求項
１０に記載のレンズ。
【請求項１３】
　前記第２の透明の変形可能な物質のボディが、弾性物質の層を有する、請求項９に記載
のレンズ。
【請求項１４】
　前記弾性物質が内部部材の少なくとも部分的に後側に配置される、請求項１３に記載の
調節眼内レンズ。
【請求項１５】
　前記液体の屈折率が、前記弾性物質の前記屈折率より高い、請求項１３に記載のレンズ
。
【請求項１６】
　前記突出開口部の形状が、前記液体と前記弾性物質の間の前記湾曲し屈折した接触面の
形状を制御するようになされた、請求項１５に記載のレンズ。
【請求項１７】
　前記突出開口部の形状が、前記液体と前記弾性物質の間の前記湾曲し屈折した接触面を
提供するよう楕円形であり、前記楕円の長軸および短軸に沿った前記屈折した接触面の曲
率が異なる、請求項１５に記載のレンズ。
【請求項１８】
　前記突出開口部の形状が、前記液体と前記弾性物質の間の前記湾曲し屈折した接触面の
形状を制御するようになされた、請求項９に記載のレンズ。
【請求項１９】
　前記突出開口部の形状が、前記液体と前記弾性物質の間の前記湾曲し屈折した接触面を
提供するよう楕円形であり、前記楕円の長軸および短軸に沿った前記屈折した接触面の曲
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率が異なる、請求項１８に記載のレンズ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　方法は、前側および後側、およびそこを貫通する突出開口部を有する実質的に硬質の前
方部材と、突出開口部の周囲の少なくとも部分的に内の前方部材の後側に向かって前方に
配置された第１の透明の変形可能な物質のボディと、第１の透明物質のボディの後表面に
少なくとも部分的に近接して配置された前表面を有する第２の透明の変形可能な物質のボ
ディであって、第２の透明の変形可能な物質は、第１の透明の変形可能な物質と異なる度
合の変形能力を有し、および第１の透明変形可能な物質と異なる屈折率を有し、それによ
って第１の透明の変形可能な物質のボディと第２の透明の変形可能な物質のボディの間に
屈折した変形可能な接触面を形成する第２の透明物質のボディと、前側および後側を有す
る後方部材であって、第１の透明の変形可能な物質のボディに対する後方部材の移動を引
き起こすように、第１の透明の変形可能な物質のボディが抑制されてに後方部材の後側に
対して力の印加が抑制されるとき、第１の透明の変形可能な物質のボディに対して湾曲し
屈折した接触面を形成するため、第２の透明の変形可能な物質の部分が突出開口部を通し
て突出されるように、前側が第２の透明の変形可能な物質のボディの後方に対して配置さ
れる後方部材を備える、調節眼内レンズを提供するステップを含むのが望ましい　生来の
水晶体が取り除かれ、後方部材の後側が眼球の後方の包に作動可能に接合されるように、
前方の包が無能にされた眼球の後眼房内に眼内レンズが挿入される。毛様体筋が弛緩され
るとき、第１の透明の変形可能な物質に対して湾曲し屈折した接触面を形成するため、方
の包が後方部材を前方部材へ押し、第２の透明の変形可能な物質が突出開口部内へ入り込
む状態を起こすように、毛様体筋が張力下におかれたとき、後方部材が前方部材から移動
して離れ、第２の透明の変形可能な物質が突出開口部から後退し、接触面の曲率の減少を
可能にするため、後方の包がたるむように、所定の位置に眼内レンズを保持するため、維
持メカニズムが、眼球の強膜内部の組織に取り付けられる。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　前側および後側、およびそこを貫通する突出開口部を有する実質的に硬質の前方部材と
、
　前記突出開口部の周囲の少なくとも部分的に内の前記前方部材の前記後側に対して前方
に配置された第１の透明の変形可能な物質のボディと、
　前記第１の透明物質のボディの後表面に少なくとも部分的に近接して配置された前表面
を有する、第２の透明の変形可能な物質のボディであって、第２の透明の変形可能な物質
は、前記第１の透明の変形可能な物質と異なる度合の変形能力を有し、および前記第１の
透明変形可能な物質と異なる屈折率を有し、それによって前記第１の透明の変形可能な物
質のボディと第２の透明の変形可能な物質のボディの間に屈折した変形可能な接触面を形
成する、第２の透明物質のボディと、及び
　前側および後側を有する後方部材であって、前記第１の透明の変形可能な物質のボディ
に対する後方部材の移動を引き起こすように、前記第１の透明の変形可能な物質のボディ
を抑制して後方部材の後側に対して力の印加が抑制されるとき、前記第１の透明の変形可
能な物質のボディに対して湾曲し屈折した接触面を形成するため、前記第２の透明の変形
可能な物質の部分が前記突出開口部を通して突出されるように、前記前側が前記第２の透
明の変形可能な物質のボディの後方に対して配置される後方部材と、を備える、
調節眼内レンズ。
（項目２）
　前記第１の透明の変形可能な物質のボディが、前記前方部材の前記前側に配置され、前
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記突出開口部内へ突起する部分を有する第１の弾性物質の層を有し、前記第２の透明の変
形可能な物質のボディが、前記突出開口部を覆う前記前方部材の前記後側に配置され、前
記の第二弾性物質が前記第１の弾性物質より固い第２の弾性物質の層を有する、項目１に
記載の調節眼内レンズ。
（項目３）
　眼球の後眼房内に前記前方部材を保持するため、前記前方部材に接合されたハプティッ
クをさらに備える、項目２に記載のレンズ。
（項目４）
　前記第１の弾性物質の前記屈折率が、前記第２の弾性物質の前記屈折率より高い、項目
３に記載のレンズ。
（項目５）
　前記第１の弾性物質の前記屈折率が、前記第２の弾性物質の前記屈折率より高い、項目
２に記載のレンズ。
（項目６）
　前記突出開口部の形状が、前記第１と第２の弾性物質の間の前記湾曲し屈折した接触面
の形状を制御するようになされた、項目２に記載のレンズ。
（項目７）
　前記突出開口部の形状が、前記第１と第２の弾性物質の間の前記湾曲し屈折した接触面
を提供するよう楕円形であり、前記楕円の長軸および短軸に沿った前記屈折した接触面の
曲率が異なる、項目６に記載のレンズ。
（項目８）
　前記第１の弾性物質が前記前方部材の少なくとも部分的に前記前側に配置され、前記第
２の弾性物質が前記前方部材の少なくとも部分的に前記後側に配置される、項目２に記載
の調節眼内レンズ。
（項目９）
　前記第１の透明の変形可能な物質のボディが透明な液体を有し、前記レンズが、液体を
保持するため前記前方部材の前記前側に配置され、前記前方部材の前記前側および前記突
出開口部により固着された、少なくとも部分的に透明の室をさらに備える、項目１に記載
の調節眼内レンズ。
（項目１０）
　前記液体が非圧縮性液体であり、前記レンズが、前記室からの過剰な前記液体を保持す
る貯蔵部をさらに備える、項目９に記載の調節眼内レンズ。
（項目１１）
　前記液体が圧縮性液体である、項目９に記載の調節眼内レンズ。
（項目１２）
　前記液体の屈折率が、前記第２の透明の変形可能な物質の前記屈折率より高い、項目１
０に記載のレンズ。
（項目１３）
　前記第２の透明の変形可能な物質のボディが、弾性物質の層を有する、項目９に記載の
レンズ。
（項目１４）
　前記弾性物質が内部部材の少なくとも部分的に後側に配置される、項目１３に記載の調
節眼内レンズ。
（項目１５）
　前記液体の屈折率が、前記弾性物質の前記屈折率より高い、項目１３に記載のレンズ。
（項目１６）
　前記突出開口部の形状が、前記液体と前記弾性物質の間の前記湾曲し屈折した接触面の
形状を制御するようになされた、項目１５に記載のレンズ。
（項目１７）
　前記突出開口部の形状が、前記液体と前記弾性物質の間の前記湾曲し屈折した接触面を
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提供するよう楕円形であり、前記楕円の長軸および短軸に沿った前記屈折した接触面の曲
率が異なる、項目１５に記載のレンズ。
（項目１８）
　前記突出開口部の形状が、前記液体と前記弾性物質の間の前記湾曲し屈折した接触面の
形状を制御するようになされた、項目９に記載のレンズ。
（項目１９）
　前記突出開口部の形状が、前記液体と前記弾性物質の間の前記湾曲し屈折した接触面を
提供するよう楕円形であり、前記楕円の長軸および短軸に沿った前記屈折した接触面の曲
率が異なる、項目１８に記載のレンズ。
（項目２０）
　　前側および後側、およびそこを貫通する突出開口部を有する実質的に硬質の前方部材
と、
　　前記突出開口部の周囲の少なくとも部分的に内の前記前方部材の前記後側に向かって
前方に配置された第１の透明の変形可能な物質のボディと、
　　前記第１の透明物質のボディの後表面に少なくとも部分的に近接して配置された前表
面を有する第２の透明の変形可能な物質のボディであって、第２の透明の変形可能な物質
は、前記第１の透明の変形可能な物質と異なる度合の変形能力を有し、および前記第１の
透明変形可能な物質と異なる屈折率を有し、それによって前記第１の透明の変形可能な物
質のボディと第２の透明の変形可能な物質のボディの間に屈折した変形可能な接触面を形
成する、第２の透明物質のボディと、
　　前側および後側を有する後方部材であって、前記第１の透明の変形可能な物質のボデ
ィに対する後方部材の移動を引き起こすように、前記第１の透明の変形可能な物質のボデ
ィを抑制して後方部材の後側に対して力の印加が抑制されるとき、前記第１の透明の変形
可能な物質のボディに対する湾曲し屈折した接触面を形成するため、前記第２の透明の変
形可能な物質の部分が突出開口部を通して突出されるように、前記前側が前記第２の透明
の変形可能な物質のボディの後方に対して配置される後方部材と、
を備える調節眼内レンズを提供するステップと、
　生来の水晶体が取り除かれ、前記後方部材の前記眼球の後方の包に作動可能に接合され
るように前方の包が無能にされた、眼球の後眼房内に前記眼内レンズを挿入するステップ
と、
　毛様体筋が弛緩されるとき、前記第１の透明の変形可能な物質に対して湾曲し屈折した
接触面を形成するため、後方の包が前記後方部材を前記前方部材へ押し、前記第２の透明
の変形可能な物質が前記突出開口部内へ入り込む状態を起こすように、そして毛様体筋が
張力下におかれたとき、前記後方部材が前記前方部材から移動して離れ、前記第２の透明
の変形可能な物質が前記突出開口部から後退し、前記接触面の曲率の減少を可能にするた
め、後方の包がたるむように、所定の位置に前記眼内レンズを保持するため、維持メカニ
ズムを眼球の強膜内部の組織に取り付けるステップと、を含む、
眼球に調節眼内レンズを提供する方法。
（項目２１）
　前記眼内レンズに、前記眼球の前記後眼房内に前記前方部材を保持する、前記前方部材
に接合されるハプティックを提供するステップをさらに含む、項目２０に記載の方法。
（項目２２）
　前記眼内レンズに、前記第２の変形可能な物質の屈折率より高い屈折率の第１の変形可
能な物質を提供するステップをさらに含む、項目２１に記載の方法。
（項目２３）
　前記眼内レンズに、前記第２の変形可能な物質の屈折率より高い屈折率の第１の変形可
能な物質を提供するステップをさらに含む、項目２０に記載の方法。
（項目２４）
　前記第１の透明の変形可能な物質のボディおよび第２の透明の変形可能な物質のボディ
を有する調節眼内レンズを提供するステップが、前記第１の透明の変形可能な物質として
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、前記前方部材の少なくとも部分的に前記前側に配置され、前記突出部材内へ突起する部
分を有する第１の弾性物質の層、および前記前方部材の少なくとも部分的に前記後側に配
置された第２の弾性物質の層の提供を含み、前記第２の透明の弾性物質は前記第１の透明
の弾性物質より固い、項目２０に記載の方法。
（項目２５）
　前記眼内レンズに、前記眼球の前記後眼房内に前記前方部材を保持するため、前記前方
部材に接合されたハプティックを提供するステップをさらに含む、項目２４に記載の方法
。
（項目２６）
　前記眼内レンズに、前記第２の弾性物質の屈折率より高い屈折率の第１の弾性物質を提
供するステップをさらに含む、項目２４に記載の方法。
（項目２７）
　前記眼内レンズに、前記眼球の前記後眼房内に前記前方部材を保持するため、前記前方
部材に接合されたハプティックを提供するステップをさらに含む、項目２６に記載の方法
。
（項目２８）
　前記第１の透明の変形可能な物質のボディおよび第２の透明の変形可能な物質のボディ
を有する調節眼内レンズを提供するステップが、前記第１の透明の変形可能な物質として
、液体を保持する為に前方部材の前側に配置された前記前方部材の前記前側および前記突
出開口部により固着された、少なくとも部分的に透明の室内の透明の液体の提供を含む、
項目２０に記載の方法。
（項目２９）
　透明の室内の透明の液体の提供が、非圧縮性液体の提供を含み、前記室への過剰な前記
液体を受け入れるための貯蔵部の提供をさらに含む、項目２８に記載の方法。
（項目３０）
　前記透明の室内の透明の液体の提供が、圧縮性液体の提供を含む、項目２８に記載の方
法。
（項目３１）
　前記第１の透明の物質のボディの前記後表面に近接して配置された前表面を有する、第
２の透明の変形可能な物質のボディを有する調節眼内レンズを提供するステップが、前記
前方部材の前記後側に配置された弾性物質の層の提供を含む、項目２８に記載の方法。
（項目３２）
　前記眼内レンズに、前記眼球の前記後眼房内に前記前方部材を保持する、前方部材に接
合されるハプティックを提供するステップをさらに含む、項目３１に記載の方法。
（項目３３）
　前記眼内レンズに、前記弾性物質の層の屈折率より高い屈折率の液体を提供するステッ
プをさらに含む、項目３１に記載の方法。
（項目３４）
　前記眼内レンズに、前記眼球の前記後眼房内に前記前方部材を保持する、前記前方部材
に接合されるハプティックを提供するステップをさらに含む、項目３３に記載の方法。
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